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今
回
の
研
修
会
は
、
平
成　

年
１８

１
月
８
日
に
発
生
し
死
者
７
人
、
負

傷
者
３
人
を
出
し
た
長
崎
県
の
認
知

症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
や
す
ら

ぎ
の
里
さ
く
ら
館
」火
災
を
ふ
ま
え
て
、

管
内
の
福
祉
施
設
の
関
係
者
を
対
象
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は　

事
業
所
か
ら　

人
が

１３

１９

参
加
し
、
消
防
本
部
予
防
課
職
員
か
ら

消
防
用
設
備
や
防
火
管
理
体
制
の
あ
り

方
な
ど
の
説
明
が
行
わ
れ
、
真
剣
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
受
講
さ
れ
た
方

は
、「
こ
の
火
災
を
自
分
た
ち
の
施
設

に
置
き
換
え
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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常
陸
大
宮
市
危
険
物
安
全
協
会
（
会
長
・
飯

田
正
男
）
は
、
３
月
７
日
に
会
員
を
対
象
に
危

険
物
実
務
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
担
当
職
員
か
ら
、

昨
年
４
月
施
行
の
「
地
下
タ
ン
ク
貯
蔵
所
の
技

術
上
の
基
準
に
関
す
る
事
項
」、
今
年
４
月
施

行
の「
給
油
取
扱
所
に
関
す
る
事
項
」等
の
法
令

改
正
点
を
説
明

し
、
そ
の
後
、

日
立
造
船
㈱
茨

城
発
電
所
（
所

長
・
上
野
斌
）

の
協
力
に
よ
り

発
電
設
備
を
視

察
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら

は
、「
危
険
物

施
設
の
安
全
管

理
を
徹
底
し
た

い
」
と
の
声
が

多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。
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阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
倒
壊
し
た
建
物
や

家
具
な
ど
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人
々
の
約　

％
７０

が
、
近
隣
の
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
救
助
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
地
域
が
一
致
団
結
す

る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
普
段
か
ら
協

力
体
制
を
整
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

小
野
区
防
災
会
（
会
長
・
宇
留
野
一
洋
）
で

救急風景

は
、
３
月
５
日
に
小
野
農
村
公
園
に
お
い
て

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
訓
練
は
、
地

域
住
民
約
１
０
０
人
が
参
加
。
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
の
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定

で
各
地
区
か
ら
避
難
場
所
へ
の
避
難
、
火
災

発
生
に
よ
り
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
、
消
火
器
、
軽

可
搬
ポ
ン
プ
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練
や
非
常

炊
き
出
し
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
対
外
式
除
細
動
器
）

の
使
用
講
習
及
び
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
等
に
つ
い
て
の
講
習
を
含
め
て
実
施
し
ま

し
た
。
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�平成��年�月��月に埼玉県及び神奈川県において��ヤマトプロ

テック社製�のエアゾ�ル式簡易消火具が破裂するという事故が発生

しました�該当器具をお持ちの方は�製造事業者のホ�ムペ�ジで周

知されている廃棄方法に従い速やかに廃棄してください�

�エアゾ�ル式簡易消火具の取扱いの注意
�自動車内�ガスコンロの付近など高温になる場所�直射日光の当た

る場所や腐食しやすい著しく多湿である場所�または油脂�調味料�

洗剤等が付着腐食するおそれのある場所等には設置しないこと�

	不明な点は�消防本部予防課（�５４－０１９９）まで問い合わせください�
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受講風景

参加会員の皆さん




